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(57)【要約】
【課題】
　毛髪化粧料に用いた場合に、毛髪のダメージ部位に効率よく付着して感触効果を発揮で
き、保存安定性に優れるシリコーンエマルジョンを提供する。
【解決手段】
　（Ａ）Ｎ－アシルアミノ酸縮合物、（Ｂ）アミノ基を含有しないオルガノポリシロキサ
ン及びアミノ変性オルガノポリシロキサン、（Ｃ）エチレンオキサイド付加モル数が６０
以上であるポリオキシエチレンヒマシ油及びまたはポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、（
Ｄ）水を含有する毛髪化粧料用水中油型エマルジョン組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）Ｎ－アシルアミノ酸縮合物、（Ｂ）平均組成が一般式（１）で表されるオルガノポ
リシロキサン及び平均組成が一般式（２）で表されるアミノ変性オルガノポリシロキサン
、（Ｃ）エチレンオキサイド付加モル数が６０以上であるポリオキシエチレンヒマシ油及
びまたはポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、（Ｄ）水を含有する毛髪化粧料用水中油型エ
マルジョン組成物。
式（１）　Ｒ１

ａＳｉＯ（４－ａ）／２　
［式（１）中、Ｒ１は炭素数１～２０の１価の炭化水素基、もしくは水酸基、ａは１．８
～２．２］
式（２）　Ｒ１

ａＲ２
ｂＳｉＯ（４－ａ－ｂ）／２　　

［式（２）中、Ｒ１は炭素数１～２０の１価の炭化水素基、もしくは水酸基、Ｒ２は１ま
たは２個以上のアミノ基を含有する炭素数１～２０の１価の炭化水素基、ａ及びｂは自然
数で、ａ＋ｂは１．８～２．２、ａ／ｂは１５～６００である。］
【請求項２】
（Ｂ）の一般式（１）で表されるオルガノポリシロキサンは、（ｂ１）高重合オルガノポ
リシロキサンと（ｂ２）低重合オルガノポリシロキサンとからなることを特徴とする請求
項１に記載のエマルジョン組成物。
【請求項３】
（Ａ）が０．０２～１．０質量％、（Ｂ）が１０～６０質量％、（Ｃ）が１～７質量％で
残部が水である請求項１または請求項２のいずれかに記載のエマルジョン組成物。
【請求項４】
請求項１～請求項３のいずれかに記載のエマルジョン組成物を含有する毛髪化粧料組成物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性成分としてオルガノポリシロキサンを含有し、保存安定性に優れた毛髪
化粧料用の水中油型エマルジョン組成物に関し、より詳しくは、毛髪に毛先まで均一に滑
らかさを付与することが可能な毛髪化粧料用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、シリコーン類は、シャンプーやコンデイショナー、ヘアトリートメント、ヘ
アリンス、ヘアパック、アウトバストリートメントなどの毛髪化粧料に対して、洗浄やす
すぎの際のきしみ感をなくし、毛髪に滑らかな感触、及び乾燥後の櫛通り性、優れたまと
まり性など、滑らかな感触を付与する目的で使用されている。このようなシリコーン類は
、毛髪化粧料の配合成分の一つとして他の配合成分と共に混合して使用される場合もある
が、シリコーン類をあらかじめ水中油型のエマルジョンとしてから、他の配合成分と混合
して使用する場合もある。エマルジョンとするのは、毛髪に対する効果が大きい高粘度の
シリコーンを用いる場合に、他成分と直接混合することが難しい場合があることや、シリ
コーンをあらかじめ適当な粒子径としておくことで、シリコーン類の効果がより発揮され
るためである。
【０００３】
　例えば、特許文献１では、高重合度シリコーンと低重合度のシリコーンとの混合物を乳
化したシリコーンエマルジョンが提案されており、平均粒子径が０．３μ以上でありなが
ら、保存安定性に優れたオルガノポリシロキサンのエマルジョンが提案されている。この
エマルジョンは、毛髪化粧料に用いて、洗浄やすすぎの際のきしみ感をなくし、毛髪に滑
らかな感触、及び乾燥後の櫛通り性、優れたまとまり性を付与することができるが、カラ
ーリングや紫外線、ドライヤーの熱などでダメージを受けた毛髪に対しても、滑らかでし
っとりした手触りを付与する効果については、さらなる改善の余地があった。
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【０００４】
　ダメージを受けた毛髪に対して、なめらかでしっとりした手触りを付与するために、使
用するシリコーンとして、アミノ基を含有するシリコーンを併用することが知られている
。例えば、特許文献２では、ノニオン系界面活性剤を用いて、低粘度のポリジメチルシロ
キサンと高粘度のポリジメチルシロキサンに更にＮ－（２－アミノエチル）－３－アミノ
プロピル基含有ポリジメチルシロキサンを加えたシリコーンの混合物を機械的に乳化し、
毛髪化粧料に用いることが提案されている。しかしながら、このアミノ基を含有するシリ
コーンをノニオン系界面活性剤を用いて機械的に乳化する場合には、エマルジョンの粒子
径が大きくなるためにエマルジョンの安定性に課題がある。安定なエマルジョンとするた
めに得られるエマルジョンの粘度が高くなるような条件を選択する必要があり、取り扱い
性が悪くなる点で改善の余地があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－７７２８２号公報
【特許文献２】特開２００６－２８２５１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、毛髪化粧料として用いた場合、特に染毛剤やパーマ剤などの化学的な処理や
、熱、紫外線及びコーミングなどにより、損傷を受けた部位（以下、「ダメージ部位」）
に、効率よく付着し、毛先まで均一な柔らかさ及び指通りなどの感触効果を発揮でき、保
存安定性に優れるシリコーンエマルジョンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、Ｎ－アシルアミノ酸縮合物の存在下に、シリコーン類を特定のヒマシ油
あるいは硬化ヒマシ油のポリオキシエチレン付加物で乳化して水中油型エマルジョンとす
ることで課題を解決できることを見出し、本発明をなすに至った。すなわち、本発明は、
［１］（Ａ）Ｎ－アシルアミノ酸縮合物、（Ｂ）平均組成が一般式（１）で表されるオル
ガノポリシロキサン及び平均組成が一般式（２）で表されるアミノ変性オルガノポリシロ
キサン、（Ｃ）エチレンオキサイド付加モル数が６０以上であるポリオキシエチレンヒマ
シ油及びまたはポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、（Ｄ）水を含有する毛髪化粧料用水中
油型エマルジョン組成物。
式（１）　Ｒ１

ａＳｉＯ（４－ａ）／２　
［式（１）中、Ｒ１は炭素数１～２０の１価の炭化水素基、もしくは水酸基、ａは１．８
～２．２］
式（２）　Ｒ１

ａＲ２
ｂＳｉＯ（４－ａ－ｂ）／２　　

［式（２）中、Ｒ１は炭素数１～２０の１価の炭化水素基、もしくは水酸基、Ｒ２は１ま
たは２個以上のアミノ基を含有する炭素数１～２０の１価の炭化水素基、ａ及びｂは自然
数で、ａ＋ｂは１．８～２．２、ａ／ｂは１５～６００である。］
［２］（Ｂ）の一般式（１）で表されるオルガノポリシロキサンは、（ｂ１）高重合オル
ガノポリシロキサンと（ｂ２）低重合オルガノポリシロキサンとからなることを特徴とす
る［１］に記載のエマルジョン組成物。
［３］（Ａ）が０．０２～１．０質量％、（Ｂ）が１０～６０質量％、（Ｃ）が１～７質
量％で残部が水である［１］または［２］のいずれかに記載のエマルジョン組成物。
［４］［１］～［３］のいずれかに記載のエマルジョン組成物を含有する毛髪化粧料組成
物。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のシリコーンエマルジョンは、毛髪化粧料へ配合した際に、シリコーン及びＮ－
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アシルアミノ酸縮合物のダメージ補修成分がより効率よく付着し、毛髪のダメージ部位に
、毛先まで均一な柔らかさ及び指通りなどの感触効果を付与することができる。本発明の
エマルジョンは、Ｎ－アシルアミノ酸縮合物の存在下で乳化されることによって、毛髪化
粧料に用いて、シリコーンとＮ－アシルアミノ酸縮合物の相乗効果を発揮する。すなわち
、シリコーンをポリオキシエチレン（硬化）ヒマシ油のみで乳化したエマルジョンとＮ－
アシルアミノ酸縮合物とをそれぞれ毛髪化粧料組成物に配合した場合と、本発明の、Ｎ－
アシルアミノ酸縮合物を含むシリコーンエマルジョンを毛髪化粧料組成物に配合した場合
とでは、本発明のシリコーンエマルジョンを用いる組成物が毛髪のダメージ部位に対する
感触付与効果に優れるという予想外の効果を奏するのである。
【０００９】
　また、本発明のエマルジョン組成物は、シリコーン成分をポリオキシエチレン（硬化）
ヒマシ油とＮ－アシルアミノ酸縮合物を用いて乳化することで、比較的小さな粒子径でシ
リコーン成分が安定的に分散され、保存安定性に優れたエマルジョンとなる。Ｎ－アシル
アミノ酸縮合物の使用量がわずかでありながら、ポリオキシエチレン（硬化）ヒマシ油の
使用量を減らしてもエマルジョンの安定性を維持できるという効果もある。ポリオキシエ
チレン（硬化）ヒマシ油の使用量を減量できるということは、毛髪化粧料の配合成分とし
て用いるのに、目的とする毛髪化粧料の配合の自由度を上げることとなる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明につき、更に詳細に説明する。本発明の（Ａ）成分のＮ－アシルアミノ酸
縮合物は、下記一般式（３）で示される酸性アミノ酸のＮ－アシル化物を縮合したもので
ある。
【００１１】
【化１】

【００１２】
　一般式（３）において、ＲＡは炭素数１～２３の炭化水素基であり、ＲＡＣＯは炭素原
子数２～２０の飽和または不飽和の脂肪酸から誘導される長鎖アシル基を示す。ＲＡは、
好ましくは、炭素数が７から１７の炭化水素基である。直鎖、分岐鎖、環状鎖、芳香族炭
化水素鎖のいずれでもよく、置換基を有していてもよい。ＲＡＣＯ－は、炭素原子数８～
２０の飽和または不飽和の脂肪酸から誘導されるものを用いることが好ましく、具体的に
は、ラウリル酸、ミリスチン酸、ステアリン酸などを挙げることができる。
【００１３】
　一般式（３）において、ＲＢは水素または、炭素数１～３の炭化水素基である。カルボ
キシル基かスルホン酸基を有してもよい。炭素数１～３の炭化水素基の具体例としては、
メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ヒドロキシメチル基、ヒドロキシエ
チル基、ヒドロキシ（イソ）プロピル基、ジヒドロキシ（イソ）プロピル基、カルボキシ
メチル基、カルボキシエチル基、カルボキシプロピル基及びスルホエチル基などを挙げる
こ
とができる。好ましくは、水素である。
【００１４】
　一般式（３）において、Ｙはカルボキシル基、スルホン酸基、硫酸エステル基、リン酸
エステル基またはそれらの塩である。好ましくは、カルボキシル基またはその塩である。
【００１５】
　Ｙの酸性基と塩を形成する塩基性物質として、アルカリ金属などの金属類、有機塩基性
物質が挙げられる。アルカリ金属としては、ナトリウム、カリウム及びリチウムなどが挙
げられる。アルカリ土類金属としては、カルシウム及びマグネシウムなどが挙げられる。
上記した以外の金属としては、アルミニウム、亜鉛、鉄、コバルト、チタン及びジルコニ
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ウム、銀などの塩が挙げられる。有機の塩基性物質としては、特に限定されないが、有機
アミン、塩基性アミノ酸塩が挙げられる。有機アミン塩としては、アンモニア、モノエタ
ノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン及びトリイソプロパノールア
ミンなどの塩が挙げられる。塩基性アミノ酸塩としては、アルギニン及びリシンの塩が挙
げられる。その他にも、アンモニウム塩や多価金属塩などが挙げられる。また、一般式（
３）において、Ｙは上記した塩から任意に選ばれる１種または２種以上の塩を含んでいて
もよい。
【００１６】
　一般式（３）において、Ｚは、Ｎ－アシルアミノ酸誘導体を縮合する化合物によって異
なる連結基であり、－ＮＲ’－（Ｒ’は水素または炭素数１～１０の炭化水素基）、－Ｏ
－、または－Ｓ－である。　一般式（３）において、ｊ、ｋは０、１、２のいずれかであ
り、かつｊ、ｋは同時に０ではない。Ｎ－アシルアミノ酸を構成するアミノ酸の具体例を
挙げれば、グルタミン酸、アスパラギン酸であり、グルタミン酸が好ましい。
【００１７】
　一般式（３）のＸは、一般式（３）のカッコ内のＮ－アシルアミノ酸誘導体を縮合する
基であり、Ｎ－アシルアミノ酸誘導体のカルボキシル基との縮合反応に寄与する官能基を
２個以上有する分子量１００万以下の化合物である。縮合に寄与する官能基は、好ましく
はヒドロキシル基、アミノ基、チオール基から選ばれる１種または２種以上である。Ｎ－
アシルアミノ酸誘導体を縮合するのに用いられる化合物の具体例を挙げれば、アルギニン
、リシン、チロシン、トリプトファンなどの２個のアミノ基あるいはアミノ基と共にヒド
ロキシル基またはチオール基を有するアミノ酸類；アミノプロパノール、アミノフェノー
ル、グルコサミンなどの分子内にアミノ基とヒドロキシル基を有する化合物類；メルカプ
トプロパンジオールなどの分子内にチオール基とヒドロキシル基を有する化合物類；アミ
ノチオフェノールなどのチオール基とアミノ基を有する化合物類；タンパク質やペプチド
など、またはそれらを加水分解したもの；ポリヒドロキシル化合物である。これらの中で
好ましいのは、アミノ酸で縮合したものであり、リシンが好ましい。Ｎ－アシルグルタミ
ン酸誘導体のリシン縮合物の具体例を挙げれば、ジラウロイルグルタミン酸リシンナトリ
ウムが、ペリセア（登録商標）として旭化成ケミカルズ株式会社から販売されている。
【００１８】
　本発明における（Ａ）成分は、水中油型エマルジョン中で０．０１質量％以上であれば
、（Ｃ）成分とあいまって、本発明のエマルジョンの安定化効果が優れたものとなる。（
Ａ）成分の含有量の上限に特に制限はないが、通常１質量％以下であり、使用量が多い場
合には毛髪化粧料に使用したときにベタツキ感を感じる場合がある。より好ましい（Ａ）
成分の含有量は０．０２～０．５質量％である。
【００１９】
　本発明の（Ｂ）成分は、平均組成が一般式（１）で表されるアミノ基を有しないオルガ
ノポリシロキサンと平均組成が一般式（２）で表されるアミノ変性オルガノポリシロキサ
ンの混合物である。これらのオルガノポリシロキサンは、水性エマルジョンの中で、毛髪
に対して滑らかな感触、櫛通り性などを付与する成分である。一般式（１）Ｒ１

ａＳｉＯ

（４－ａ）／２

におけるＲ１は、分子中で同一でも異なっていてもよく、炭素数１～２０の非置換の１価
の炭化水素基、もしくは水素原子または水酸基から選択される。非置換の１価の炭化水素
基の例としては、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基
、ヘプチル基、オクチル基、ノニル基、デシル基、ドデシル基、テトラデシル基、ヘキサ
デシル基、オクタデシル基などのアルキル基；シクロペンチル基、シクロヘキシル基など
のシクロアルキル基；フェニル基などのアリール基；２－フェニルエチル、２－フェニル
プロピルなどのアラルキル基を挙げることができる。これらの中ではメチル基及び／また
はフェニル基が好ましく、５０モル％以上がメチル基であることが特に好ましい。
【００２０】
　一般式（１）における、ａは、シロキサンのケイ素原子に結合するＲ１の平均数を示す
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もので、１．８～２．２である。平均組成が一般式（１）で表されるオルガノポリシロキ
サンの分子構造は直鎖のみならず、分岐する構造を有していても良いが、好ましくは、直
鎖型の構造を有するものである。本発明のオルガノポリシロキサンは、当業者にとって公
知の方法で製造することができる。好ましいオルガノポリシロキサン、すなわちシリコー
ンの具体例として、トリメチルシロキシ末端ジメチルシリコーン、ヒドロキシ末端ジメチ
ルシリコーン、トリメチルシロキシ末端フェニルメチルシリコーン、メチルハイドロジェ
ンシロキサン、アルキルアラルキル変性シリコーンを挙げることができる。本発明の（Ｂ
）成分のアミノ基を有しないオルガノポリシロキサンとしては、トリメチルシロキシ末端
ジメチルシリコーン、及びまたはヒドロキシ末端ジメチルシリコーンを用いることが好ま
しい。
【００２１】
　一般式（１）で表されるオルガノポリシロキサンの２５℃における粘度は、１×１０３

～５×１０４ｍＰａ・ｓである。（Ａ）成分の２５℃における粘度が、１×１０３ｍＰａ
・ｓ以下の場合、オルガノポリシロキサンの毛髪への付着性、感触が十分に得られず、５
×１０４ｍＰａ・ｓ以上の場合、乳化が困難となり、安定なエマルジョンが得られない。
好ましくは、２５℃における粘度が５×１０３～５×１０４ｍＰａ・ｓであり、より好ま
しくは、１×１０４～３×１０４ｍＰａ・ｓである。一般式（１）で表されるオルガノポ
リシロキサンは、粘度が前記の範囲にある限り、高粘度（ｂ１）と低粘度（ｂ２）のオル
ガノポリシロキサンとして、粘度が異なる２種以上のポリオルガノシロキサンの混合物で
あってもよい。むしろ、混合物とすることにより、単一の分子量分布を有するポリオルガ
ノシロキサンを用いる場合よりも、高重合度で高粘度のポリオルガノシロキサン成分を多
量に含むこととなるために、毛髪に対する付着性が向上し、好ましい。
【００２２】
　一般式（１）で表されるオルガノポリシロキサンを混合物とする場合の、高粘度の（ｂ
１）成分の２５℃における粘度は、１×１０４～５×１０６ｍＰａ・ｓである。（ｂ１）
成分の２５℃における粘度が、１×１０４ｍＰａ・ｓ以下の場合、オルガノポリシロキサ
ンの毛髪への付着性、感触が十分に得られず、５×１０６ｍＰａ・ｓ以上の場合、乳化が
困難となり、安定なエマルジョンが得られない。好ましくは、２５℃における粘度が１×
１０４～１×１０６ｍＰａ・ｓであり、より好ましくは、１×１０５～１×１０６ｍＰａ
・ｓである。
【００２３】
　一般式（１）で表されるオルガノポリシロキサンを混合物とする場合の、低粘度の（ｂ
２）成分の２５℃における粘度は、０．５ｍＰａ・ｓ以上、１×１０４　ｍＰａ・ｓ未満
である。低粘度の（ｂ１）成分の粘度は、（ｂ２）成分と混合して、混合物の粘度が１×
１０３～５×１０４ｍＰａ・ｓとなるように設定されるが、好ましくは１０～５０ｍＰａ
・ｓである。
【００２４】
　本発明の（Ｂ）成分のもう一方の成分である、アミノ変性オルガノポリシロキサンの平
均組成を表す一般式（２）Ｒ１

ａＲ２
ｂＳｉＯ（４－ａ－ｂ）／２において、Ｒ１は、分

子中で同一でも異なっていてもよく、炭素数１～２０の非置換の炭化水素基もしくは水酸
基であり、一般式（１）のＲ１で例示したものと同様なものを挙げることができる。Ｒ１

として、一部に、炭素数１～３のアルコキシ基を含むことを妨げない。
【００２５】
　一般式（２）のＲ２は、２個以上のアミノ基を含有する炭化水素基であって、下記の一
般式（４）で表されるようなものである。
－Ｒ３－［（ＮＲ４）－Ｒ５］ｔＮＲ６Ｒ７　（４）
式（４）中、Ｒ３、Ｒ５は、２価のＣ１～Ｃ１８炭化水素残基を表し、Ｒ４Ｒ６及びＲ７

は、水素原子または未置換のＣ１～Ｃ１０のアルキル基を表し、ｔは、０または１～６の
整数を表す。
【００２６】
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　２価のＣ１～Ｃ１８炭化水素残基Ｒ３及びＲ５の例は、メチレン基、エチレン基、ｎ－
プロピレン基、イソ－プロピレン基、ｎ―ブチレン基、イソ－ブチレン基、ｔ－ブチレン
基、ｎ－ペンチレン基、イソ－ペンチレン基、ヘキシレン基、例えばｎ－ヘキシレン基、
ヘプチレン基、例えばｎ－ヘプチレン基、オクチレン基、例えばｎ－オクチレン基及びイ
ソ－オクチレン基、例えば２，２，４－トリメチルペンチレン基、ノニレン基、例えばｎ
－ノニレン基、デシレン基、ドデシレン基、例えばｎ－ドデシレン基、オクタデシレン基
である。Ｒ４、Ｒ６及びＲ７のアルキル基の例は、Ｒ１で挙げたＣ１０までのアルキル基
である。
【００２７】
　好ましいＲ２基の例として、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２、－ＣＨ２－ＣＨ２－
ＣＨ２－ＮＨ（ＣＨ３）、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）２、－ＣＨ２－ＣＨ

２－ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ（ＣＨ３）、－Ｃ
Ｈ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）２、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ２－ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ（ＣＨ２ＣＨ３）、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ
－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ２ＣＨ３）２、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ－ＣＨ２－
ＣＨ２－ＮＨ（ｃｙｃｌｏ－Ｃ６Ｈ１１）を挙げることができる。化粧品用に好ましい、
Ｒ２は、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２、ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ－ＣＨ２－
ＣＨ２－ＮＨ２、特に好ましくは、ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ
Ｈ２である。
【００２８】
　一般式（２）のａ、ｂは自然数で、アミノ変性ポリオルガノシロキサンのケイ素に結合
した置換基Ｒ１、Ｒ２の平均数を示すものであり、ａ＋ｂは１．８～２．２である。該オ
ルガノポリシロキサンの分子構造は直鎖のみならず、分岐する構造を有していても良いこ
とを示すが、好ましくは、直鎖型の構造を有するものである。
【００２９】
　アミノ基を有しないＲ１の平均数ａと１個または２項以上のアミノ基を含有するＲ２の
平均数ｂとの比は、１５～６００であって、アミノ基を有しないシロキサンユニットとア
ミノ基を含有するシロキサンユニットの比の目安となるものである。アミノ変性オルガノ
ポリシロキサン中のアミノ基の全体量を示すものとして、該シロキサン１ｇを中和するに
要する１規定塩酸の容量（ｍＬ）で表わされるアミン数も用いられる。このアミン数は、
アミノ変性ポリオルガノシロキサンの１分子中のアミノ基の数と分子量によって異なるこ
ととなる。本発明のアミノ変性オルガノポリシロキサンのアミン数は、０．１～３．０で
あることを要し、好ましくは、０．１５～２．０　のものである。アミン数が０．１以下
であると、毛髪表面に吸着する能力が弱くなり、アミン数が３．０以上であると親水基で
あるアミノ基の数が多くなりすぎ、毛髪へ吸着しにくくなる。
【００３０】
　本発明の（Ｂ）アミノ変性オルガノポリシロキサンの粘度は、２５℃で１００～１００
００ｍＰａ・ｓであり、好ましくは、２００～２０００ｍＰａ・ｓである。１００ｍＰａ
・ｓ未満では、毛髪に対する十分なコンディショニング効果が得られず、１００００ｍＰ
ａ・ｓを超えると毛髪に対し毛先まで均一な櫛通り性やまとまり性を与えることができな
い。なお、一般式（１）で表されるアミノ基を含有しないオルガノポリシロキサンとアミ
ノ変性オルガノポリシロキサンとの混合物である（Ｂ）成分全体の粘度は、２５℃で１×
１０３～５×１０４ｍＰａ・ｓであり、好ましくは５×１０３～５×１０４ｍＰａ・ｓで
ある。（Ｂ）成分全体としてこの粘度範囲になるように、アミノ変性オルガノポリシロキ
サンの粘度を選択する必要がある。
【００３１】
　本発明の（Ｂ）成分として用いられるアミノ変性オルガノポリシロキサンは、一般にア
ミノ変性シリコーンオイルとして知られているもので、当業者に公知の方法により製造す
ることができるが、代表的なアミノ変性シリコーンオイルの合成法は以下の通りである。
すなわち、アミノアルキル基のケイ素原子への導入は、通常はシランの段階で行われ、ア
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ミノアルキルシランがまず製造される。アミノアルキルシランを加水分解し、アミノ基含
有シロキサンオリゴマーまたはアミノ基含有ジシロキサンとし、更に、ジメチルシロキサ
ンの線状オリゴマーまたは環状オリゴマーと、アルカリ触媒の存在下に、Ｓｉ－Ｏ結合の
再平衡化反応を行うことによりアミノ変性シリコーンオイルとする。再平衡化反応の際、
ヘキサメチルジシロキサンを使用すれば、末端トリメチルシリル型のアミノ変性シリコー
ンオイルが得られる。製造に用いるオリゴマー類またはジシロキサンの量比を調整するこ
とにより、特定の動粘度及びアミン数を有するアミノ変性シリコーンオイルを得ることが
できる。これらアミノ変性シリコーンオイルは、動粘度とアミン数が本発明の範囲にあれ
ば、単独でも２種類以上の混合物としても使用することができる。
【００３２】
　本発明の（Ｂ）成分の含有量は、本発明のエマルジョン中で、１０～６０質量％である
。１０質量％未満では、毛髪に対して滑らかな感触、櫛通り性などを付与する効果が十分
に得られず、６０質量％を超えると、水性エマルジョンの粘度が高くなり取り扱い性が悪
くなる。より好ましくは３０～５０質量％である。（Ｂ）成分中、一般式（１）で表され
るオルガノポリシロキサンに対する一般式（２）で表されるアミノ変性オルガノポリシロ
キサンの重量比が１／２０～２／１であることが好ましい。より好ましくは、１／１５～
１／２である。１／２０未満では、毛髪に対して十分な櫛通り性及び乾燥後のまとまり感
などを十分に与えることができず、２／１を超えてアミノ変性オルガノポリシロキサンの
比率が高まるとエマルジョンの安定性が低下することや、毛髪に対して十分な感触効果が
得られない。
【００３３】
　本発明の（Ｃ）成分は、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油及び／またはポリオキシエチ
レンヒマシ油であって、（Ｂ）成分の乳化で、界面活性剤として機能する成分である。本
発明において、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油またはポリオキシエチレンヒマシ油のエ
チレンオキサイド付加モル数は、６０以上であることを要する。エチレンオキサイド付加
モル数が６０未満であると、同量添加の場合、エマルジョンの粒径が大きくなり、エマル
ジョンの保存安定性の点で好ましくなく、界面活性剤量の添加量を更に増やさなければな
らないなどの問題がある。
【００３４】
　本発明における（Ｃ）成分の含有量は、本発明のエマルジョン中で、１～７質量％であ
る。１質量％未満では乳化が困難であり、７質量％を超えると、水性エマルジョン組成物
の粘度が高くなり取り扱い性が悪くなる。より好ましくは３～５質量％である。
【００３５】
　本発明における（Ｄ）水は、特に限定されないが、イオン交換水を用いることが好まし
く、好ましくはｐＨ２～１２、特に好ましくはｐＨ４～１０である。鉱水を用いることは
推奨されないが、用いる時は金属不活性化剤などと合わせて用いることが望ましい。乳化
の際に用いられる水の添加量は、本発明のエマルション中で４０～９０質量％、好ましく
は４０～６０質量％に相当する量である。本発明のエマルジョンは水による希釈に対して
安定であって、エマルジョンの調整後に更に希釈が可能であり、希釈後のエマルジョン中
の水の量には特に制限はない。
【００３６】
　本発明のエマルジョン組成物は、本発明の目的を損なわない範囲で、毛髪用化粧料の配
合成分として許容できる他の成分を含んでいて良い。このような他の成分としては、４級
アンモニウム含有化合物、フェノキシエタノールのような防腐剤、各種界面活性剤、グア
ーガムやキサンタンガムなどの増粘剤、香料などを挙げることができる。
【００３７】
　本発明のエマルジョン組成物の製造方法は特に限定されないが公知の方法で作製するこ
とができ、エマルジョンの製造のために適当な常用の混合機、例えばホモジナイザー、コ
ロイドミル、ホモミキサー、高速ステーターローター攪拌装置などを用いて上記成分を混
合、乳化することにより製造することが出来る。乳化は、（Ａ）～（Ｄ）成分すべてを混
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合、攪拌して水中油型エマルジョンを調製する方法、または、（Ｂ）成分オルガノポリシ
ロキサンと少量の（Ｄ）水、及び（Ｃ）界面活性剤の全部または一部と（Ａ）Ｎ－アシル
アミノ酸縮合物を攪拌して、油中水型エマルジョンを調製し、更に残部の水や界面活性剤
を添加して攪拌し、水中油型エマルジョンとする方法のいずれでも採用することができる
。いったん、油中水型エマルジョンとしてから、水中油型エマルジョンとする方法が、エ
マルジョン粒子径の調整が容易である点、及びエマルジョンの安定性の点で好ましい。
【実施例】
【００３８】
　以下、本発明の実施例を詳細に説明するが、本発明は下記実施例に限定されるものでは
ない。実施例中のエマルジョンに関する貯蔵安定性試験法、ならびに粒子径測定法と、エ
マルジョンを用いたコンディショナーに関しては、コンディショナーの作成法、毛髪サン
プル作成法、毛髪感触評価試験法、ならびにＢｅｒｅｃｋ　Ｓоｆｔｎｅｓｓ試験法は、
以下のとおりである。また、すべての粘度の数値は、２５℃の温度のものである。
【００３９】
＜貯蔵安定性試験法＞
　調製したエマルジョンを５０ｍｌガラス瓶に入れ、４０℃にて静置し、１ヶ月後にクリ
ーミング、分離、液面へのオイル浮きの有無を目視にて確認した。評価基準は、以下のと
おりである。
「◎」；クリーミング、分離、液面へのオイル浮きなし。
「○」；エマルジョンの濃度分布が目視で認められる。
「△」；クリーミングが進んで、水相が分離しているが、振れば元のエマルジョンに戻る
。
「×」液面へのオイル浮き；エマルジョンが破壊され、オイル分が浮いた状態。
【００４０】
＜粘度測定法＞
　温度２５℃の条件下、エマルジョンサンプル０．５ｍｌをコーン・プレート型粘度計　
ＢＲＯＯＫＦＩＥＬＤ　ＤＶ－１１　Ｐｒо　ＶＩＳＣＯＭＥＴＥＲ　ＣＰＥ　５２（ブ
ルックフィールド社製）で測定した。測定時のせん断速度は５ｓｅｃ－１とした。
＜粒子径測定法＞
エマルジョンの粒子径測定は、ゼーターサイザーナノＺＳ９０（動的散乱光法、マルバー
ン社製）を用いて行った。得られる粒子径は、平均粒子径（Ｚ－ａｖｅｒａｇｅ）である
。
【００４１】
＜評価用サンプルの作成＞
［前処理］
　未処理のアジア人毛髪毛束（長さ２００　ｍｍ、幅１８　ｍｍ、重さ約３ｇ（ＫＥＲＬ
ＩＮＧ社製）を用いた。この毛束を混合溶媒（アセトン／イソプロピルアルコール／エタ
ノール／水）に一昼夜浸漬することにより脱脂した後、毛束を界面活性剤で洗浄し自然乾
燥した。乾燥後の毛束を市販のブリーチ剤を用い、常法により脱色処理した。続いてこの
毛束を界面活性剤（Ａｌｓｃｏｐｅ　ＬＳ２５Ｂ　５％水溶液）で洗浄した後、乾燥させ
た。上記処理により、ダメージ毛である毛束を作成した。
［コンディショナー処理］
　前処理した毛束に（表１）のコンディショナー（０．５ｇ／ｇ　ｈａｉｒ）を約２分間
かけて毛髪に塗布後、１分間洗い流した。これを２回繰り返し、毛束を自然乾燥させた。
【００４２】
＜官能評価＞
　上記コンディショナー処理後の毛束サンプルについて、その感触を指通りとして評価し
た。（表１）のコンディショナーを適用した毛束サンプルに毛束の上から下に向かい指を
通すことで、指通りの良さについての官能評価を行った。評価は、１対１の比較で行い、
より滑らかな質感が毛先まで均一である方を○、そうでないものを×とした。評価は８名
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のパネラーにより、実施した。総得点が０以上２未満を×、２以上４未満を△、４以上６
未満を○、６以上８未満を◎として評価した。
【００４３】
＜Ｂｅｒｅｃｋ　Ｓоｆｔｎｅｓｓ試験＞　
　本試験法は下記の文献１に基づいて実施した。試験は、平行に並んだ複数の金属棒の間
を交互に通された毛束サンプルを一定速度で引き上げた時に金属棒にかかる力△Ｊ（Ｊ・
ｇ－１）を引っ張り試験機、インストロン（登録商標）３３４３（インストロン社製）で
測定した。測定はコンディショナー処理前後のドライヘアーで行い、処理前の毛髪を基準
とし、処理前後の変化率を（式２）に従い、算出した。△Ｊ（％）が大きいほど、コンデ
ィショナー前後の柔らかさが向上し、値が低いほど柔らかさの向上が少ないと評価される
。
（式２）△Ｊ（％）＝（（△Ｊｕｎｔｒｅａｔｅｄ－△Ｊｔｒｅａｔｅｄ）／△Ｊｕｎｔ

ｒｅａｔｅｄ）ｘ１００（ここで、△Ｊｕｎｔｒｅａｔｅｄはコンデイショナー処理後の
平均値、△Ｊｕｎｔｒｅａｔｅｄはコンデイショナー処理前の平均値。）
［文献１］“Ａ　ｎｏｖｅｌ　ｄｅｖｉｃｅ　ｆｏｒ　ｍｅａｓｕｒｉｎｇ　ｈａｉｒ　
ｓｔｉｆｆｎｅｓｓ　ａｎｄ　ｌｕｂｒｉｃｉｔｙ”；　Ｋ．　ＡＢＲＡＨＡＭ　ＶＡＹ
ＮＢＥＲＧ　ａｎｄ　Ｍ．　ＮＡＬＬ，　Ｊ．　Ｃｏｓｍｅｔ．　Ｓｃｉ．，６０，１３
５－１４１（Ｍａｒｃｈ／Ａｐｒｉｌ　２００９）
【００４４】
＜実施例１＞
　成分（Ｂ）として、粘度が３．０×１０５ｍＰａ・ｓであるトリメチルシリル末端ジメ
チルポリシロキサン２０．０質量部、粘度が１０．０ｍＰａ・ｓであるトリメチルシリル
基末端ジメチルポリシロキサン２０．０質量部（２種のトリメチルシリル末端ジメチルポ
リシロキサン混合物の粘度は、１．７ｘ１０４ｍＰａ・ｓ。）と、粘度が１０００ｍＰａ
・ｓで、アミン数が０．６であるＮ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピル基含有
ジメチルポリシロキサン（アモジメチコン）５．０質量部を混合し、粘度が１．４×１０
４ｍＰａ・ｓとなったたオルガノポリシロキサン混合物４５質量部に、更に、成分（Ｃ）
としてエチレンオキサイド付加数が１００モルであるポリオキシエチレン硬化ヒマシ油５
質量部、成分（Ａ）としてジラウロイルグルタミン酸リシンＮａ（旭化成ケミカルズ株式
会社製　ペリセア（登録商標））の３０％水溶液を０．１質量部、フェノキシエタノール
１．０質量部と、精製水４３．９質量部を、ＩＫＡ製、ウルトラタラックスＴ５０ベーシ
ック　シャフトジェネレーターＧ４５Ｇ　３０００ｒｐｍにて、室温で２０分撹拌するこ
とにより、実施例１の水性エマルジョンを調製した。調製したエマルジョンの粘度と粒子
径を上記の測定法に従い測定し、貯蔵安定性を上記の貯蔵安定性試験法に従い評価した。
つづいて、表１の配合Ａに示す組成でヘアコンディショナー組成物を調製し、上記の方法
及び基準にしたがって特性評価した。評価結果を表２に示す。
【００４５】
＜実施例２＞
　成分（Ｃ）をエチレンオキサイド付加数が２００モルであるポリオキシエチレン硬化ヒ
マシ油５質量部とした以外は、実施例１と同様にして、実施例２の水性エマルジョン及び
コンディショナー組成物を調製した。調製したエマルジョンの粘度と粒子径を上記の粒子
径測定法に従い測定し、貯蔵安定性を上記の貯蔵安定性試験法に従い評価した。つづいて
、表１の配合Ａに示す組成でヘアコンディショナー組成物を調製し、上記の方法及び基準
にしたがって特性評価した。評価結果を表２に示す。
【００４６】
＜実施例３＞
　成分（Ｃ）をエチレンオキサイド付加数が２００モルであるポリオキシエチレン硬化ヒ
マシ油４質量部とした以外は、実施例１と同様にして、実施例３の水性エマルジョン及び
コンディショナー組成物を調製した。調製したエマルジョンの粘度と粒子径を上記の粒子
径測定法に従い測定し、貯蔵安定性を上記の貯蔵安定性試験法に従い評価した。つづいて
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、表１の配合Ａに示す組成でヘアコンディショナー組成物を調製し、上記の方法及び基準
にしたがって特性評価した。評価結果を表２に示す。
【００４７】
＜比較例１＞
　成分（Ａ）のジラウロイルグルタミン酸リシンＮａ３０％水溶液を含有しない以外は、
実施例１と同様にして、比較例１の水性エマルジョン及びコンディショナーを調製した。
調製したエマルジョンの粘度と粒子径を上記の測定法に従い測定し、貯蔵安定性を上記の
貯蔵安定性試験法に従い評価した。つづいて、評価用のヘアコンデイショナー組成物とし
て、表１の配合Ａに対して更に０．００４４％のジラウロイルグルタミン酸リシンＮａ３
０％水溶液を加えた表１の配合組成Ｂ（０．００４４％は、配合Ａ中でシリコーンエマル
ジョンに含まれるジラウロイルグルタミン酸リシンＮａ３０％水溶液の量に相当する。）
を用い、上記の方法及び基準にしたがって特性評価した。評価結果を表２に示す。
【００４８】
＜比較例２＞　
　成分（Ｃ）をエチレンオキシド付加数が４０モルであるポリオキシエチレン硬化ヒマシ
油５質量部とした以外は、実施例１と同様にして、比較例２の水性エマルジョン及びコン
ディショナー組成物を調製した。調製したエマルジョンの粘度と粒子径を上記の粒子径測
定法に従い測定し、貯蔵安定性を上記の貯蔵安定性試験法に従い評価した。つづいて、表
１の配合Ａに示す組成でヘアコンディショナー組成物を調製し、上記の方法及び基準にし
たがって特性評価した。評価結果を表２に示す。
【００４９】
＜比較例３＞　
　成分（Ｃ）に代えて、ポリオキシエチレントリデシルエーテル５質量部とした以外は、
実施例１と同様にして、比較例３の水性エマルジョン及びコンディショナー組成物を調製
した。調製したエマルジョンの粘度と粒子径を上記の粒子径測定法に従い測定し、貯蔵安
定性を上記の貯蔵安定性試験法に従い評価した。つづいて、表１の配合Ａに示す組成でヘ
アコンディショナー組成物を調製し、上記の方法及び基準にしたがって特性評価した。評
価結果を表２に示す。　
【００５０】
【表１】

【００５１】



(12) JP 2015-110538 A 2015.6.18

10

【表２】

【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明のエマルジョン組成物は、毛髪のダメージ部位に対して、滑らかかな感触、櫛通
り性などを付与することができ、適当なエマルジョン粒子径を有し、長期に保存しても安
定であって、シャンプーやコンデイショナー、ヘアトリートメント、ヘアリンス、ヘアパ
ック、アウトバストリートメントなどの毛髪化粧品の原料として有用である。
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